
参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

建築基準法及び建築基準法施行令の一部改正により、建築物の防火規制に係

る別棟みなし規定が創設されたことに伴い、不燃化重点対策地区内の建築物が

火熱遮断壁等で区画された場合における当該火熱遮断壁等により分離された部

分が２以上ある建築物の当該建築物の部分を、防火規制の適用上それぞれ別の

建築物とみなすこととするため、この条例を制定するものである。 

議案第１２４号 

 

   工業用水道事業の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ

いて 

 

工業用水道事業の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例を次のとおり制

定する。 

 

令和 ６ 年 ９ 月 ２ 日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

工業用水道事業の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例 

 （川崎市水道事業、工業用水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の

一部改正） 

第１条 川崎市水道事業、工業用水道事業及び下水道事業の設置等に関する条

例（昭和４１年川崎市条例第４５号）の一部を次のように改正する。 

  第４条第２号イ中「５２０，０００立方メートル」を「３７０，０００立

方メートル」に改める。 

 （川崎市水道条例の一部改正） 

第２条 川崎市水道条例（昭和３３年川崎市条例第１８号）の一部を次のよう

に改正する。 

第２７条第１項第２号中「１立方メートルにつき１８５円」を「次のとお

り」に改め、同号に次の表を加える。 

基本料金（１日につき） 
使用料金（１日１立方

メートルにつき） 

超過料金（１日１立方

メートルにつき） 



3,760,000円 
使用水量40,000立方メ 

ートルまでの分 10円 

40,000立方メートルを 

超える分    39円 

（川崎市工業用水道条例の一部改正）  

第３条 川崎市工業用水道条例（昭和３１年川崎市条例第１０号）の一部を次

のように改正する。 

  目次中「需給契約」を「需給契約等」に、「第８条」を「第８条の２」に

改める。 

第３条中「３００立方メートル」を「２００立方メートル」に改め、同条

ただし書を削る。 

  第２章の章名中「需給契約」を「需給契約等」に改め、同章中第８条の次

に次の１条を加える。 

（減量負担金） 

第８条の２ 前条第２項の規定により責任消費水量を減量する変更契約を締

結する使用者は、減量負担金を負担しなければならない。 

２ 前項の減量負担金は、減量する水量に、管理者が別に定めるところによ

り算定した１立方メートル当たりの負担額を乗じて得た額とする。 

第１９条第１項第１号中「３４円４０銭」を「３７円４０銭」に改め、同

項第２号中「２円３０銭」を「５円１０銭」に改め、同項第３号中「６０円

３０銭」を「１１２円２０銭」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、第３条の規定（川

崎市工業用水道条例第１９条第１項の改正規定を除く。）は、同年１月１日

から施行する。 

（川崎市水道条例の一部改正に伴う経過措置） 

２ 第２条の規定による改正後の川崎市水道条例第２７条第１項第２号の規定



3,760,000円 
使用水量40,000立方メ 

ートルまでの分 10円 

40,000立方メートルを 

超える分    39円 

（川崎市工業用水道条例の一部改正）  

第３条 川崎市工業用水道条例（昭和３１年川崎市条例第１０号）の一部を次

のように改正する。 

  目次中「需給契約」を「需給契約等」に、「第８条」を「第８条の２」に

改める。 

第３条中「３００立方メートル」を「２００立方メートル」に改め、同条

ただし書を削る。 

  第２章の章名中「需給契約」を「需給契約等」に改め、同章中第８条の次

に次の１条を加える。 

（減量負担金） 

第８条の２ 前条第２項の規定により責任消費水量を減量する変更契約を締

結する使用者は、減量負担金を負担しなければならない。 

２ 前項の減量負担金は、減量する水量に、管理者が別に定めるところによ

り算定した１立方メートル当たりの負担額を乗じて得た額とする。 

第１９条第１項第１号中「３４円４０銭」を「３７円４０銭」に改め、同

項第２号中「２円３０銭」を「５円１０銭」に改め、同項第３号中「６０円

３０銭」を「１１２円２０銭」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、第３条の規定（川

崎市工業用水道条例第１９条第１項の改正規定を除く。）は、同年１月１日

から施行する。 

（川崎市水道条例の一部改正に伴う経過措置） 

２ 第２条の規定による改正後の川崎市水道条例第２７条第１項第２号の規定

は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後の使用に係る水道

料金について適用し、施行日の前日までの使用に係る水道料金については、

なお従前の例による。 
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 工業用水道事業の見直しに伴い、関係条例の整備を行うため、この条例を制

定するものである。 


